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（ＷＶＳ）という世界各国の人々に対する価値観調査から、⑴現実に、成人になっても親と同居しているか、⑵両親を常に尊敬するか、⑶両親が自分を誇りに思うよう すること 人生の目的か、⑷子どものためにベストを尽く のが親の責任か、⑸従順は子どもにとって重要な素質か、という五つの指標 ら測られ 。　
なお、メインの実証分析では、家族重視文化
が労働市場に与える影響 特定するために アメリカの第二世代移民の労働関連データを、親の出身国の家族重視文化の度合いに回帰させている。第二世代移民は、みなアメリカという同じ環境で育っているため、個人属性を制御したあとに残 労働市場での差異は、文化的要因に寄るだろうというわけだ。また 自分自身の価値観は労働市場から影響を受ける可能性 あるが（逆の因果関係） 、親の出身国の価値観を使えばそのような逆の因果を拾ってくる心配がない。このように移民を分析すること 、文化の影響を特定しようとする研究は近年、増加しつつある。
家族重視文化と労働市場
20_途上国研究の最前線.indd   45 16/08/02   10:55






























ってきた。そのまとめが、参考文献②である。それによれば、家族重視文化が経済・社会に与える影響は労働市場への影響だけにとどまらない。家族を重視する人ほど、家内生産が多く、他人への信頼度が低く 政治活動への関心・参加度合 が低く、変化や女性 役割に対してより保守的である。また、家族重視の価値観をもつ女性、若者、高齢者の労働参加率は低い傾向にある。さらに、家族重視文 は、国 所得水準や制度の質（汚職 政府サービスの質、政治的安定性、法の支配、規制の質 政治 や表現の自由など）と負の相関があ 。　
なお、家族重視度が高い国としては、多くの
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